
量

5万分の l地質図幅

説明書
日
〉
孟
噂
吊
‘
泌
署
・
‘

E
r
a
例
議
V
L勺

K
2
a植
E
F
J
V為
基
世
布
署

棄歌

f
r
;

…
ば
伊
誌
岨
欝
陸
間
金
持
品

E
Fぷ
M
E

場
中
也
管A
F
V

色
、

(札幌一第37号)

4

北海道立地下資源調査所

昭和59年 3 月 (984)



困庁
ドー

415

回
819 10111

14115 1& 111 、 1

3 旭川 18111201211r l 網走

~2123 2413 ‘
2512&2115 &11

281293013132" 9110 II

33 3・ 35 3&11213114 1S17w- 開
37 38139 4012 ・ 21122 2312412512H271 12 ・

.114243144 31132 331343513& 37131 3914 ・ 41

.45 ・6 4714 ・ 49142431444514& 4714 ・ 49151 51152

5・ 51 52153 5415354155 5&157 2・ 59 &01&1 121&31&4

In 314 51& 711 213 415 &17 819 1 ・ 11 ・211 一3"'4
8¥9 10¥11 12¥13 1 ・ 15 1&1151&¥1118¥1920121 22123 24125竺凶
lHl ・ 19120 21122 2312‘ 2512・ 2"3031132 3313‘ 3513. 37. 13 ・

2&127 2・ 29 3013132133 3414 ・ 411424314445j4&巳4ミコ714 ・ 49

3513&固 3・ 39140 41 ・2 4314 ・ 4515 ・ 51152 53154j55

4&147 4・ 49 5・ 51 5215354J55 5&151 5715 ・ 511&・

市ご 市 ~巴 UL&3ー 1112 &31&・

国
701&5&1'&7'&8

73'174 1517&77
E号企

2 鍋路

7・ 79 10181 !!J 4 札幌

圃
13114i)5m187

市置出



5万介の 1 地質図幅

説明書

歌 棄
(札幌一第37号)

技術吏員山岸宏光

北海道立地下資源調査所

昭和59年 3 月 (984)



目次

はしがき………………………………………………·..・H・..……………………… 1

I 位置および交通…………………………...・H・..…………………………… 1

II 地形・・・ー・・・・…・・・・・・・・…・一……・・…………・…ー・・・・…・・・………・・…ー… ······2

III 地質概説…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… ·4

W 新第三系………………………………………………………'"・H・..……… 7

N. 1 チョポシナイ川層…………………………………………………… 7

N. 2 折川層…...・ H・..…………………………………………...・ H ・..…… 8

N. 3 永豊層 …...・ H・..…………………………………………………一… ·8

N. 4 賀老川火山岩類……………………………………………………… 12

N. 5 磯谷層………………………………………………………………… 14

V 貫入岩類……………………………………………………………………… 17

V. 1 花こう岩類…………………………………………………………… 17

V. 2 石英安山岩・玄武岩質安山岩岩脈……………………………・・…・ 18

V. 3 玄武岩岩脈………………...・H・..……・・…………………………… ·19

M 鮮新統~第四系………………………………………………………………20

VI. 1尻別川層………………………………………………………・・……・20

VI. 2 賀老山安山岩溶岩……………………………………………ー…… '30

VI. 3 磯谷溶岩………...・ H ・..……………...・ H・………………………… '31

VI. 4 旧期扇状地堆積物-………...・ H ・..…...・ H ・..………………………ー31

VI. 5 第 1 段丘堆積物……………………………………………ー……… ·32

VI. 6 熱郭軽石流堆積物・・……………………H ・ H ・-…………・・………… ·32

VI. 7 新期扇状地堆積物-……………...・ H ・-…・………...・ H・-…………… 33

VI. 8 第 2段丘堆積物………………………………………………一…… ·33

VI. 9 現河床・海浜堆積物・・………………………….....・ H・-……………34

田地質構造発達史…・…....・H・-………………………..，・ H・-……………… ..34

四応用地質・……………・………………………...・H ・-…一…...・ H ・..………36

vm. 1 金属・非金属鉱床…ー………・……・……………………………… ·36

vm. 2 石灰石および砂利採石……………………………………………… 37

咽. 3 温泉…・………………………………………………・・………… ··..37

文 献………………........…………………・・…………………・……… ·37

Abstract ............…・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・… ·..····..··39



5万分の 1 地質図幅
説明書 歌 棄 (札幌-第 37 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員山岸宏光

はしがき

この図幅説明書は，昭和47年から 49年にわたる 3年間の野外調査の結果をと

りまとめたものである.

この図幅地域の研究には，地質に関するものとして矢島ほか (939) の 10万

分の l 寿都凶幅をはじめ，長尾・佐々 (1933) ，湊・長谷川 (959) および池谷

・林 (982) などがある. また，鉱床に関する研究として，斎藤 (953) ，秋葉

(957) および浦島 (963) によるものがあり，段丘に関するものとして瀬川

(967) によるものなどがある.

野外調査にあたっては，元北海道立地下資源調査所小山内照地質部長*およ

び当所嵯峨山積氏の御協力をいただいた.

また，室内作業にあたり，花こう岩の薄片記載を工業技術院地質調査所地質

部久保和也氏に，二枚貝化石の鑑定を北海道開拓記念館赤松守雄氏にお願いし

た.さらに，地形に関する未公表資料の提供を東京都立大学今泉俊文氏よりい

ただいた.報告に入るに先だち，以上の方々に厚く謝意を表する.

I 位置および交通

この図幅は，北緯42° 40'-42ー50'，東経 140° 15'-140ー 30' の範囲をしめる.

行政的には，図幅の北西部が寿都町に，東部が蘭越町 1こ，南西部が黒松内町

に属している.このなかで，北西部の歌棄海岸は漁村地帯となっているが，そ

れ以外の平野部のほとんどは農村地帯である.

この地域の主要道路は，海岸にそう国道 229 号線，蘭越から黒松内をへて長

*現ユニオンコンサルタント，技術部長.
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第 1 図位置図

万部に至る国道 5号線，および、両者を結ぶ道道寿都一黒松内線などである.ま

た，国鉄函館本線も国道 5号線ぞいに走っている(第 1 図).

II 地形

図幅地域は，地形的に， (1)山地， (2)llJ 麓扇状地， (3)丘段， (4)段丘および (5河丘

地に区分される(第 2 図).

2-



SEA
OF
JAPAN

。

第 2 図 接峰面図(谷幅 500m 以下の谷埋め法，今泉俊文氏

による)

凡例: A. 月越山脈， B. 幌別山地， c. 賀老山山

地， D 丸山丘陵， E. チョポシナイ丘陵，

F. 黒松内丘陵， G. 熱邦丘陵， H.333m 丘

陵.等高線間隔は 20m ，破線は主な谷を，

矢印は低地を示す.
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(1)山地:図幅中央部の幌別岳 (892 m) を中心として，南北に長くのぴた幌

別山地(第 2 図のB) と，図幅南東部の賀老山 (662 m) から幌内山 (842 m ,

東隣の狩太図幅)にのびた賀老山山地(第 2 図のC) とがある.

前者は，後述する新第三紀のチョポシナイ川層と磯谷層からなり，後者は，

鮮新~更新世の賀老山安山溶岩で構成される.

(2)山麓扇状地:月越山脈(第2 図のA: 標高300-500m) の東側山麓，幌別山

地をはさんで東西の山麓，賀老山山地の北側山麓に分布する.各河川に由来す

る扇状地の集合体である.前 2者に分布する扇状地は，尻別川層をおおう旧期

扇状地堆積物で構成きれ，かなり開析されている.後者のそれは，新期扇状地

堆積物からなり，開析度は小さい.

(3)丘陵:月越山脈と幌別山地との聞の丸山丘段，その南東に点在するチョポ

シナイ丘陵(第 2 図のE) ，黒松内丘段(第 2 図のF) ，熱郭丘陵(第 2 図の G) ，およ

び幌別山地と賀老山山地との聞の 333 m丘段(第 2 図のH) などがみとめられる.

いずれも，開析された，標高IOO-200mの緩斜面をなす.後述するネオテクト

ニクスの結果として形成されたものである. 333m丘陵は賀老L1J安山岩溶岩か

ら構成されているが，丸山丘陵は磯谷層と旧期扇状地堆積物からなり，チョポ

シナイ丘陵，黒松内丘陵および、熱郭丘陵は後述する尻別川層からなっている.

(4) 段丘:図幅地域の段丘には，寿都湾に面した海岸段丘と，朱太川，熱郭川，

尻別川および鮎川沿いなどに分布する河岸段丘とがある.前者は標高1O -20m

の平担面であり，後者には標高 50- 100mで，やや開析された第 1 段丘と，標

高20-50m の第 2段丘とがある.いずれも，喋および砂からなる.なお，図幅

では海岸段丘と第 2段丘とが類似した比高を示すことから-括して表現した.

(5) 低地:朱太川河口付近の海岸低地と，上述の山地や丘陵の聞に点在する凹

地が，これに相当する.喋，砂および、粘土からなる.

III 地質概説

この図幅地域は，新第三紀中新世~鮮新世の火砕岩類，砕屑、行類およびこれ

らを不整合におおう鮮新世~第四紀の砕屑物や火山噴出物からなっている.

図幅地域で最も古い地層は，新第三紀中新世のチョポシナイ川層で，図幅南

4-



東部に小規模に分布する.主として，流紋岩溶岩・同質水冷破砕岩(ハイアロ

クラスタイト)からなり，花こう岩類，石英安山岩および、変質安山岩に貫かれ

ている.

それより上位の新第三系は，朱太川の西側と東側とでは岩相および構造要素

を異にしている.すなわち，両側の月越山脈山麓部では，折川層，永豊層およ

び賀老川火山岩類が順次束傾斜の同斜構造を示して累重している.これらは，

それぞれ硬質頁岩，シルト岩・砂岩・スコリヤ凝灰岩，および輝石安山岩質水

冷破砕岩・枕状溶岩・火山円喋岩から構成される.なお，賀老川火山岩類と下

位の永豊層との関係は不整合を示している.また，寿都半島基部には，後述す

時代| 地層名 |模式柱状図 岩 相 貫入岩ほか

屯|現iuJ床・海浜堆積物 1101。アえ|喋・砂

第|百|第 2段丘堆積物 lt:001:| 喋・砂・粘 i-_ ・泥炭

~，新期扇状地堆積物防%。。う|亜角喋・角磯

田|新 i 熱郭軽石流堆積物ドゾ;どこ|軽石凝灰岩
トοa 000川

第 l 段丘堆積物 に〓。 o~o~~ 喋・砂・シルト
紀|掛 I /)'~V'~··-"-""·' pou u u q

品 I rnitnt=t:.II'_J.I.lL1.l'"*".l1.L 1/つ 000 I
旧期扇状地堆積物 hUo'-"0~o v"01 くされ喋・砂・シル卜・泥炭

磯谷溶岩[γよどJ:|輝石安山岩

前日正ZEE妥ご品目以|角川山岩
m 岩崎王監乏ぺ*:↓層葉理砂層喋|帆安山岩 l~fUt化石
層 \\FけH じコヲ20，"" I':'8:~:~;:'，:'"?f' I 変質安山右

鮮| 明 \\隠妥えづ層，合喋 11t h

新 I tiTIt'l訓| 阪店羽山喋岩輝石|砂fi 川駅;
円~.'"~I 出正P.o·ol 安山干-f質*iii'破砕|シルト干;
いく山制 限盟六謝岩・枕状溶岩 |軒{it疑問 l

第|世トー-----1 磯 医長~ム念汗 ! |石英安山行
| 正三乏当~-?_l] .l.-..， ~'{.rl-:-IJI_ 輝石'z;.山む質水冷|宕脈

~ 11k開| 谷 存ヨぷ斜スコリヤi疑問:' I破砕岩枕状制|フイダーダ
| 同 信事現シルト右・砂岩|火山円献 |イク

中ト一一一斗 層 に二二二陀主~ l |
l 唱 佐三当f苓そ~ I 輝石安山岩質水冷|玄武抗告脈

紀|新同州首| 匡ヨゑ笥硬質 ~l :t; I 破砕¥~.・枕状 j容 ~;'I
I'"", n 1 匡言葉討1_ -, n .. I 変 質安山岩溶岩|花こう干潮

.....~， I(K…A川斗

|什|ハ川山一い…lハ川Jト一|ハ川山…一|ハ川山…|ハ川川|ハ川|川| i川叫ll(Ul 9削6訂印7η)
川チ巨三￡てf】 ~I IIIIIIIII緑色i凝疑灰T 代 8制Ma引;

屑 ボ ド乙Jι川III I II I Illi流走耐紋如t計柑守官質水附冷破砕 j片河珊白可柑I附野.植酬H問|

シ佐77-ペノ↓ I I I I I I I I I I 岩・同溶ギ

ナ医与ρ+IIIIIIIIII 黒色頁古今 t12質安山

C11 >40 ,000
y.B.P.

第 3図模式柱状凶
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る磯谷層下部の変質安山岩溶岩・水冷破砕岩が樽岸から南にのぴている.

一方，東側の幌別岳を中心として，南北に広く磯谷層が分布している.この

地層は下位より上位へ，変質安山岩溶岩・水冷破砕岩，輝石安山岩質水冷破砕

岩・枕状溶岩，砂岩・火山円喋岩互層，軽石凝灰岩，および、シルト岩などから

なり，幌別岳を中心とする南北に長くのぴたドーム構造を形成している.磯谷

層には多数の同岩質岩脈(フイダーダイク)がともなわれ，花こう岩類，玄武

岩および、石英安山岩の岩脈に貫かれている.

鮮新世~第四紀の地層は，主として，月越山脈，幌別山地および、賀老山山地

のそれぞれの聞の山麓扇状地，丘陵および、段丘を構成したり，低地を埋めたり

している. 下位から上位へ，尻別川層，賀老山安山岩溶岩，磯谷溶行，旧期扇

状地堆積物，第 1 段丘堆積物，熱郭軽石流堆積物，新玖言状地堆積物，第 2段

丘堆積物および現河床・海浜堆積物などとなっている.

尻別川層は，前述の山地の間に分布し，下位から上位へ，斜交葉理のある砂

層，チャネル充てん状の喋層，合喋泥岩，シルト層からなり，山麓から下流に

向って，喋→砂→シルトへと側方変化を示すことがある.また，砂層やシルト

層には多量の二枚貝を含む化石床がみられる.

賀老山安山岩溶岩は，図幅東部の 333 m丘陵を構成する角閃石安山岩と，南

東部の賀老山山地を構成する輝石安山岩溶岩とからなる.

磯谷溶岩は北隣の島古丹図幅からの延長で，風化した輝石安山岩である.

旧期扇状地堆積物は，山地の山麓部に分布し，主として磯，砂，粘土からな

り泥炭をはさむ.活断層を主とする地殻変動の影響をうけている.

第 1 段丘堆積物は，図幅北東部に分布し，標高50- 100mのやや開析された

平担面を構成する.

熱郭軽石流堆積物は，図幅南部の熱手 Ii川流域と，東部の尻 ~IJ)II- 鮎川~目名

川にかけて点在する流紋岩質火砕流で， 40,000y.B.P より古い.

第 2段丘推積物は，主な河川ぞいに分布する標高 20-50m の平担面と，海岸

に分布する標高 10-20m の平担面を構成する喋，砂，泥炭などである.

現河床・海浜堆積物は河川ぞいの喋，砂，粘土および海浜の砂層などである.

以上の模式層序を第 3 図に示す.
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W 新第三系

N. 1 チョポシナイ川層

命名:新称.

模式地:下チョポシナイJI/流域.

分布:図幅南部の下チョポシナイ川，竹の沢川およびチョポシナイ)IIにかけ

て分布する.

岩相:流紋岩質水冷破砕岩および流紋岩溶岩を主とし，頁岩，緑色凝灰岩を

はさむ.流紋岩質水冷破砕岩は，径 5 -10emの角礁と，同質あるいはパーライ

ト質の基地からなる.時々， '"こせピローか(三村ほか， 1975) とよばれるブロ

ヅクを合む.鏡下観察では，これら破砕岩の基地は直線状あるいはノfーライト

状の割れ目から発展した角喋片からなる.それらの間には，現位置で破砕され

た斜長石斑品がみられることがある(第 4 図) 角喋片はフェルシティック組

織を示し，理品には，斜長石，石英，緑色角閃石および普通輝石などがある.

第4函 流紋岩質水冷破砕岩の顕微鏡写真(竹の沢川).オ

ーフンニコル

一一 7



流紋岩溶岩は，灰白色で流理構造を示し，鏡下では，水冷破砕岩の角喋片と

同様の組織を示す.

頁岩は，黒色，硬質で，前述の流紋岩質水冷破砕岩にはさまれている.凝灰

質砂岩と互層する部分もある.

緑色凝灰岩は，軽石の多いものと，岩片を主とするものとがある.後者には

流紋岩片と玄武岩質安山岩の破片とが混在している.

構造:本層の頁岩には， N-S , 40
0

Wの走向・傾斜を示す部分があり，また，

N20ー E , 70ー E 方向の小断層もみとめられるが，全体の構造は明らかではない.

N. 2 折川層

命名:鈴木守ほか (198 1) .

模式地:西隣寿都図幅内の折川流域.

.分布:西隣寿都図幅内の折川流域から本図幅西南部の添別川，奥の沢川にか

けて分布する.

岩相:主として硬質頁岩からなる.

構造:添別川上流域では， N50° E- lOoWの走向， 20ー-40
0

Wおよび、 E の傾斜

を示し，一定しないが，図幅内では急傾斜で N-S ， 80ーEの走向・傾斜を示す

(第 5 図).

下位層との関係:西隣寿都図幅内では，緑色凝灰岩からなる大平川層とは整

合漸移の関係にある.

N. 3 永豊層

命名:鈴木守ほか (98 1).

模式地:西隣寿都図幅の永豊付近.

分布:図幅南西端の添別川，賀老川流域および黒松内市街付近の朱太川にそ

って分布する.

岩相:図幅内では，シルト岩・スコリヤ凝灰岩互層，シルト岩・砂岩互層お

よび塊状シルト岩などである.スコリヤ凝灰岩は水中火砕流であり，添別川に

主に分布する(第 5 図). 1 フローユニットの厚さは平均 1-5m ，厚いものは

20m に達する.いずれも，上部の層理が発達した部分と下部の塊状部にわけら

8-
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第 6 図 スコリヤ凝灰岩の顕微鏡写真(添別)IlL オープンニコル.

第7 図 シルト岩砂岩互層中のフレーム構造(賀老)IlL
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れ，後者には岩片(径 5 -30cm) が濃集し，サイズも下部ほど大きい.また，

下位のフローを大きく削っているものもある.これらのスコリヤ凝灰岩は，鏡

下で観察すると，発泡したスコリヤやかラス破片などからなるビトロクラステ

ィック組織を示す(第 6 図).

シルト岩・砂岩互層は，図幅内では賀老川流域でみられ，軟m~の上に砂が流

動したことを示すフレーム構造が特徴的である(第 7 図) .

塊状シルト岩は灰白黄色を示し，黒松内市街東側の朱太川に露出する.

構造:添別}IIでは， NIQo-200 W, 600 -850

Eの同斜構造で， 下位の折川層

とは整合漸移を示す.

N. 4 賀老川火山岩類

命名:久保ほか (1983). 長尾・佐々 (1933) の賀老川噴出物層に相当する.

模式地:図幅南西端の賀老川中流.

分布:図幅南西部の奥の沢川から添別川をへて，賀老川にかけて，ほぽ南北

方向に分布する.

岩相:輝石安山岩質の枕状溶岩・水冷破砕岩 (A タイフ，0*ピロープレッチャ)

とそれらの二次堆積物からなる(第 5図).また，それらを供給したフィダーダ

イクをともなうこともある(第8 図).

枕状溶岩には，径 I-3mの楕円体のピローが密着して重なる産状のものか

ら上位へ向って水冷破砕岩へ移行する単位がくりかえしたり(賀老川，第 8 図)，

表面に特有なしわを有するピローがルーズな砂層に充てんされている場合(添

別川，第 5凶および第 9図)などがみとめられる.これらのピローは，銭下で

は，ハイアロピリティック組織を示し，斑品として，斜長石，普通輝石， しそ

輝石がみとめられる.石基は短冊状斜長石や他のマイクロライトの聞をガラス

が充てんしている.

水冷破砕岩は，大部分が径1O-15cmのピローとその聞を充てんするカヲス質

細片からなる A タイプ*を主とするが，ほかに，同様なサイズの角喋と，同質

の細粒基地からなる B タイプ*をともなう.これらの基地は同岩質のガラス破

*Yamagishi (979) の分類による.
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第9図輝石安山岩質枕状溶岩(添別)II).

ピローの表面には特有なしわがみられる.
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片からなり ，モンモリロナイトに交代されていることがある.

二次堆積物は，分級・淘汰の悪いルーズな角喋~亜角喋層で，海底斜面を流

下した土石流と考えられる.

構造:一般的には， N300W-N20ー E, 30ー-60ー Eの走向・傾斜を示す構造で

ある. しかし，添別川流域では小規模な向斜構造がみとめられる(第 5 図).

下住層との関係:下位の永豊層とは不整合の関係にある.なお，永豊層は丸

山丘陵や幌別山地の枕状溶岩・水冷破砕岩とよく類似していることから，次に

説明する磯谷層に対比されよう.

N. 5 磯谷層

命名:山岸宏光ほか (976 )，

模式地:北隣島古丹図幅の磯谷付近.

分布:図幅中央部の幌別山地を構成する.

岩相:下位より上位へ，変質安山岩溶岩・水冷破砕岩，輝石安山岩質水冷破

砕岩・枕状溶岩，砂岩・火山円喋岩互層，軽石凝灰岩，シルト岩などからなる.

。

。。

Jt:!? 吋

•\
、.

、 N 20W.V"rtical
、や-

1M-
第10図 輝石安山行質フイダーダイクの諸形態(幌別山地).
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変質安山岩溶岩・水冷破砕岩*は，図幅北西部の樽岸付近，三ツ滝の川上流

および歌棄海岸に分布し，緑青色，塊状で柱状節理のよく発達した岩体である.

一部は角礎化がすすみ，水冷破砕岩に漸移している.鏡下では，全体がハイア

ロピリティック組織を示し，斑品には，斜長石，普通輝石， しそ輝石がみとめ

られる.全体として，緑泥石化，炭酸塩化，珪化を強くうけている.

輝石安山岩質水冷破砕岩・枕状溶岩は，幌別岳( 892m) ，天狗岳 (840 m)

および観音山( 684m) にかけての地域，丸山丘段地域，五郎兵の川から幌別

川にかけての地域などに分布する.

水冷破砕岩は，径 10 数em- 数lO em のピローを含む A タイプと，角礁からなる

B タイプをともなう.これらには，これらを供給したフィダーダイクが多数と

もなわれる.フィダーダイクの形態は岩枝状の不規則なものが多い(第 10 図).

それらの貫入方向は NE-SW 方向を示すものが多い(第 11 図) .これらのフィダ

ーダイクのまわりには，厚さ数 mの枕状溶岩がみられることもある.この場合，

M.N

42

第 11 図 輝石安山岩質フィダーダイクの方向を示すローズ

ダイヤグラム

測定数は 42個，円周は全体の 10% を示す.

ホ西隣寿都図幅の寿都層の下部安山岩質火砕岩層に相当する.

-15-



上方に向って，ピローのサイズが減少する.また，それらが破壊されて，水冷

破砕岩A タイフ。に漸移することもある.

これらの水冷破砕岩の角喋やピローは，鏡下では，ハイアロピリティック組

織を示し，斑品として，斜長石，普通輝石， しそ輝石が，石基として，石基ガ

ラスとマイクロライトなどがみとめられる. ピローの場合には，外相肋f内側よ

りガラス質である.また，水冷破砕岩の基地を銭下で、観察すると，ピローの外

側と内側に由来する種々の岩片を含むもの (A タイプに多い)と，同質の岩片

からなるもの (B タイプに多い)とがある.後者には岩片がモザイク状に組み

合い，不規則な冷却節理によって形成されたことを示すもの(第12図)がある.

図幅西部の南作開，金ヶ沢川流域のものは熱水変質がいちじるしく，原岩の

構造が識別しにくい.

砂岩・火山円喋岩互層は，主として，幌別川下流および上流付近に分布する.

暗黒色，粗~中粒砂岩と亜円磯岩(径数lOcm- 1m) の互層で，シルト岩をは

さむことがある.

第12図 輝石安山岩質水冷破砕岩の顕微鏡写真(歌棄海岸).

オープンニコル.

- 16



これらは，フィダーダイクのまわりに累積した水冷破砕岩・枕状溶岩からな

る海底火山や火山島が，後生的な崩壊や火山島周辺の海浜砂礁の二次流動によ

って形成された岩相と考えられる.

軽石凝灰岩は，幌別川中~上流域や南作開付近のウェンベツ川に分布し，径

数emの軽石を主とし，厚さは 5m以上で、ある.下位の砂岩やシルト岩の境界付

近には，径10-20emの軟泥喋を含んでいることから，この岩相は水中火砕流で、

あることを示唆している.なお，ウェンベツ川に分布するものは，熱水変質に

より緑色化している.

シルト岩は，主として図幅北部のルベツナイ川上流に分布し，塊状，灰黄白

色を呈し，細粒砂岩をはさむ.

構造:幌別岳付近を中心とする南北に長くのびたドーム構造を示している.

全体として，本層の傾斜は20
0

-50
0

を示し，北側がやや急である.

また，図幅北部の幌別川右岸側，歌棄海岸付近および南部の上目名西方では，

隣接する岩相が構造的に連続しないので，その聞に断層を推定した.

下位層との関係:チョポシナイ川層とは構造的に不整合と考えられる.

V 貫入岩類

V. 1 花こう岩類

図幅南部の貝殻沢川，ポン貝殻沢川，目名川および、白井川流域に分布する.

主な岩相は角閃石黒雲母花こう岩であるが，岩相変化がいちじるしく，グラノ

ファイヤーやひん岩とみなされるものをも含む.全体に熱水変質がいちじるし

く，石英・セリサイト岩となっている部分もある.

各岩相を鏡下でみると以下のようである.角閃石黒雲母花こう岩は，中粒の

完品質岩で，半白形粒状組織を示す.斜長石，石英，正長石，角閃石，黒雲母

の自形ないし半白形の結品が組み合っている.斜長石は半白形で，弱いノルマ

ルゾーニング~ノルマルステップゾーニングを示し，一部はセリサイトに交代

されている.石英は間填状でやや強い波動消光を示し，正長石には微細なパー

サイト構造がみとめられる.角閃石は半白形で褐緑色を示し，黒雲母は半自形

~他形で，緑j尼石や緑れん石で交代されているものが多い.

-17-



グラノファイヤーは，斜長石，正長石および石英などがお互いに組みあった

文象構造を示している(第13図).斜長石は半白形，粗粒で，一部セリサイトに

交代され，正長石は細粒柱状，石英は他形粒状である.ほかに，細粒半白形の

黒雲母がみとめられる.

ひん岩は，粒状の斜長石と，緑泥石化した角閃石などからなる.

これらの花こう岩類はチョポシナイ川層の流紋岩類と磯谷層の水冷破砕岩類

を貫くか，またはそれらと断層で接している.なお，河野・植田(1967) によ

ると， K-Ar年代は 8Ma 地とされている.

v. 2 石英安山岩・玄武岩質安山岩岩脈

石英安山岩岩脈は，図幅中央部の金ヶ沢川流域と図幅南東部の国道 5号線ぞ

いの白井川流域に，玄武岩質安山岩の岩脈は同じく南東部のチョポシナイ川上

流にみられる.金ヶ沢川流域に分布する石英安山岩は灰白色，粗粒な岩脈で鉱

化変質をうけている.いずれも，幅数10m内外の小岩体である.鏡下では，ハ

イアロピリティック組織を示し，斜長石，緑色角閃石，石英，輝石の斑品がみ

第13図 グラノファイヤーの顕微鏡写真(目名川流域).

クロスニコル

*G-379(上目名人寿都郡三和.
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とめられる.有色鉱物は方解石に交代されていることが多い.一方，白井川流

域に分布するものは，灰白色で斑品の目立つ石英安山岩で，風化のためマサ状

となっている.鏡下では，ハイアロピリティック組織で，斜長石，石英，黒雲

母，普通輝石， しそ輝石の斑品を含む.

図幅中央部の石英安山岩は磯谷層の水冷破砕岩などを貫き，図幅南東部のそ

れは，花こう岩と磯谷層の境界部を貫いている.

また，図幅南東部の玄武岩質安山岩の岩脈は緑青色，塊状であり，鏡下では，

斑品少なく，インターサータル組織を示す.また，有色鉱物や石基ガラスは珪

化・セリサイト化をうけている.この岩脈はチョポシナイ川層の流紋岩類と花

向岩類を貫いている.

v. 3 玄武岩岩脈

図幅北部のツバメの沢上流から幌別岳山項にかけて，幅数 100 ill , NE 方向

にのぴた岩脈と，凶幅中央部のウェンベツ川にみられる小岩脈が確認される.

特に，前者は柱状節理の発達した粗粒な暗黒色の岩相を示す.鏡下では，短冊

状斜長石マイクロライトが流理構造を呈して配列するピロタキシティック組織

第14図 玄武岩岩脈の顕微鏡写真(ツバメの沢川)，

クロスニコル
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を示す.それらのマイクロライトの間を，淡褐色~淡黄灰色のしそ輝石マイク

ロライトが埋めている(第14図).

これらの岩脈は磯谷層の水冷破砕岩を貫いている.

VI 鮮新統~第四系

N. 1 尻別川層

命名:山岸宏光ほか (976)，

模式地:尻別川河口付近.

分布:月越山脈の東側山麓と幌別山地の出麓部に分布する.

岩相:主として，磯層，砂層，シルト層などからなるが，地域により異なっ

た岩相を示す.図幅南西端の添別川では，下位より磯層，灰青色シルトからな

り，図幅南部の黒松内丘陵やチョポシナイ丘陵は，下位より斜交葉理を示す灰

黄色組粒砂層，平行葉理を示す灰白色シルト層，磯層，粘土および泥炭層など

からなる(第15図，第 16図および第19図).また，図幅中央部の貝殻沢~三之助

f j
Mαruyamα/ \1

ShubutoR.

メ f
H¥

KUROMATSUNAI

o 2KM

第15図 添別川~熱郡川付近の柱状位置~1.
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第17図 尻~JJ川層の合喋泥岩(フルチャツナイ}I lL

第18図尻別川層の化石床(添別)II)
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第19図 尻別川層の大露頭スケッチ(チョポシナイ)

喋層はチャネル充てん状の産状を示している.



川付近では，斜交および平行葉理を示す砂層を主とし，シルト層をはさむ.そ

して，図幅北東部のチリベツ川，クスリの沢から北へ，ツバメの沢川，フルチ

ャツナイ川に向って，磯層や合喋泥岩(第17図)が卓越するようになる.

本層の喋層や合喋j尼岩は，山地すなわち後背地に近づくにつれて，礁の量比

をまし，円磨度・分級度および、淘汰が悪くなる傾向があること，およびチャネ

ル充てん状の産状を示すこと(第四図)などから，海底斜面を流下した扇状地

性堆積物と考えられる.

化石:本層の喋層，砂層およびシルト層には多数の二枚貝化石を産し，化石

床をなすことが多い(第18図).主な化石産地は，添別} II，熱郭}II，白炭川，貝

殻沢川などである(第20図).

以下に各産地ごとのリストを掲載する.

Loc.1 , 2 , 3
PuncturellanobilisA.ADAMS

Homalopomaamussitatum(GOULD)

Batillariacumingii(CROSSE)

Trichamathinanobilis(A.ADAMS)

Crepidulajanthostomoides(KURODA and HABE)

Lunatia ρila (PILSBRY)
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第20図尻別川層の化石産地の分布図
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Turritella/ortiliratahabeiKOTAKA

Fusitritonoregonensis(REDFIELD)

Boreotro ρIhon candelabrum(REEvE)

Ocenebraadunca(SOWERBY)

Searlesiasp.

Neptunea ρolycostata SCARATO

Boreoscalagreenlandica(PERRY)

Antiplanescontraria(YOKOYAMA)

YoldianotabilisYOKOYAMA

Limopsistokaiensis(YOKOYAMA)

Acilainsignis(GOULD)

Porteriusdalli(SMITH)

ArcaboucardiJOUSSEAUME

Glycymerisyessoensis(SOWERBY)

Chlamysdai 滅。 kaensis MASUDAandSAWADA

Chlamyscosibensis(YOKOYAMA)

Swi/tpectenswz βi (BERNARDI)

Patinopectenyessoensis(JAY)

Moniamacrochisma(DESHAYES)

Moniaumbonata(GOULD)

Modiolusd幼う ;cilis KURODAandHABE

Crenomytilusgrayanus(DUNKER)

CyclN:ardiacrassidens(BRODERIPandSmVERBY)

Cyclocardiacrebiricostata(KRAUSE)

Cyclocardiaisaotakii(TIBA)

Miodontiscusnakamurai(YOKOYAMA)

TridontaborealisSCHUMACHER

ThyasiratokunagaiKURODAandHABE

Cadellalubrica(GOULD)

Pillucinapおidium (DUNKER)
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Lucinomaannulata(REEVE)

Clinocardiumcalzjorniense(DESHAYES)

Serripesgroenlandicus(BRUGUIERE)

Pro/ulviakurodaiHATAIandNISHIYAMA

Spisulavoyi(GABB)

Solensp.

Callithacaadamsi(REEVE)

Saxidomuspurpuratus(SOWERBY)

CallistabrevishiJ ぅhonata (CARPENTER)

Psammobiakazusensis(YOKOYAMA)

Nuttalliacommoda(YOKOYAMA)

MyajaponicaJAY

PanoJ うe japonicaA.ADAMS

九1yadora βuctuosa GOULD

Loc.4

Limopsistokaiensis(YOKOYAMA)

Acilainsignis(GOULD)

Patino 戸ecten yessoensis(JAY)

Chlamysn伊ponensis KURODA

Cljnocardiumsp.

Raetellops ρulchella (A.ADAMSandREEVE)

Loc.5

CrepidulagrandisMIDDENDORFFI

Boreoscalagreenlandica(PERRY)

Glycymerisyessoensis(SOWERBV)

Crenomytilusgrayanus(DUNKER)

ChlamyskinoshiVOZUMI andAKAMATSU

ChlamysdaishakaensisMASUDA andSAWADA
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Chlamyscosibensis(YOKOYAMA)

Patino 戸ecten yessoensis(JAY)

Moniamacrochisma(DESHAYES)

Cyclocardiacrassidens(BRODERIPandSOWERBY)

Pro/ulviakurodaiHATAI andNISHIY アAMA

PuncturellanobilisA.ADAMS

Nuculanasp.

ChlamysdaishakaensisMASUDAandSAWADA

Chlamyscosibensis(YOKOYAMA)

Tridontaborealis(SCHUMACHER)

Clinocardiumsp.

Protulviakurodai(HATAI andNISHIYAMA)

Macomasp.

Loco6

Antiplanescontraria(YOKOYAMA)

Chlamysislandicus(MULLER)

Chlamysjう'seudislandica MACNEIL

Chlamysρilicaensis KUBOTA

Tridontaborealis(SCHUMACHER)

Myasp.

Loco7

ChlamyscoatsiMANCNEIL

ChlamystoshibetsuensisUOZUMI andAKAMATSU

Loco8

ChlamyskinoshitaiUOZUMIand AKAMATSU

ChlamystoshibetsuensisUOZUMI andAKAMATSU

ChlamyscoatsiMANCNEIL
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Chlamysda｣shakaens｣sMASUDA andSAWADA

Loc.9 , 10

Crep｣dulagrand｣sMIDDENDORFFI

Cryptonat｣cajanthostomo｣des(KURODAandHABE)

Luna t£a ρ£La (PILSBRY)

Boretrophond.χ estra DALL

M｣trellasp.

Yold｣asp.

AC｣lanakaz｣ma｣OTUKA

Pat｣nopectenyessoens｣s(JAY)

Chlamysda｣shakaehs｣sMASUDAand SAWADA

Chlamyscos｣bens｣s(YOKOYAMA)

Mon｣amacroch｣sma(DESHAYES)

Clz"nocard｣umd.c｣lz"atumchi 初:gawaense KaTAKA

LuC｣nomaannulata(REEVE)

Tr｣dontaborealz"s(SCHUMACHER)

Macomacalcarea(CMELIN)

Raetellopspulchella(A.ADAMSandREEVE)

Myajapon｣caJAY

Entodesmasp.
赤松守雄鑑定

Loc.9 ， 10 から産出する AC£ la nakaz£ma£ は前期鮮新統から前期更新統までの

層準を示し， Lac. 1 , 2, 3 , 5 , 6 , 7 , 8 (第20図)の貝化石群は，前

・中期更新統に対比され，さらに， Lac.4 の貝化石群は，南隣の長万部図幅

(久保ほか， 1983) の中の沢川層に産するものと共通している(赤松守雄談話).

構造:本層はほぼ南北方向の走向と， 5ー -30 。の傾斜を示し，南北方向の軸

を有する背斜・向斜構造で特徴づけられる.

背斜構造は，黒松内低地帯の黒松内市街から丸山丘陵に達するもの(黒松内

背斜)が最大の軸を有し，上目名付近に小規模なものがみとめられる.一方，
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向斜構造としては，上記黒松内背斜の西翼にあたる添別川を構切る軸をもっ蕨

岱向斜(久保ほか， 1983) と，同じく東翼にあたるチョポシナイ付近を通過す

る軸をもっチョポシナイ向斜が主なもので，ほかに， J-_ 目名やクスリの沢付近

に小規模なものがみとめられる.

特に，黒松内背斜の東側の白炭付近では，活断層が，本層をおおう旧期扇状

地堆積物の地形面をも変位させている.本層と活断層との関係は確認されない

が， 上記の断層崖に近づくにつれて本層が急傾斜になる傾向があることから，

本層も活断層によって変位をうけているものと考えられる.また，黒松内背斜

の東翼に位置し，本層からなる黒松内丘陵も，その原地形面の東側への傾動を

示している.

下位層との関係:下位の賀老川火山岩類，磯谷層および花こう岩類などとは

不整合の関係にある.

対比:化石や岩相から判断して，鮮新世~更新世の堆積物である.全体とし

て，寿都図幅の歌島層，長万部図幅の瀬棚層に対比される.二枚貝化石の組合

せでみると，添別川下流中の川付近(第20図地点 4) に，長万部図幅で更新世

とされる中の沢川層に対比される部分がある.

VI. 2 賀老山安山岩溶岩

命名:新称.

分布:図幅東部の賀老山山地とその北方の 333 ill 丘陵を構成するほかに，共

栄や名駒付近に散点的に露出している.

岩相:賀老山山地本体を構成するものは，板状~柱状節理の発達する輝石安

山若である.鏡下では，斑品の比較的少ないピロタキシティック組織を示す.

賀老山山地を下刻する小川の河床に露出するものは，やや不規則な節理を有

し，黄鉄鉱の散点する変質安山岩であり，本溶岩の下部の岩相と推定される.

鏡下では，ハイアロピリティック組織を示し，斜長石の斑品は比較的新鮮であ

るが，有色鉱物の大部分は方解石化している.石基も全体に理化，方解石化し

ている.

333ill丘陵を構成する溶岩は，板状~柱状節理の発達する角閃石輝石安山岩

を主とし，ー白日に輝石安山岩をともなう.丘陵項上部に露出する新鮮な岩石は，
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暗褐黒色，堅硬であるが，山麓に露出する熱水変質を強くうけた岩石は，青緑

色を呈したり，灰白色に粘土化している.上述の新鮮な角閃石輝石安山岩にお

いても，鏡下では，斜長石，輝石，角閃石の斑品は確認されるが，有色鉱物は

モンモリロナイト化をうけ，石基も全体に石英粒に交代されている.

対比:本溶岩の主体は，図幅北部の尻別川流域で，尻別川層に爽在している

部分がみとめられること，南隣の長万部図幅の写万部山火山岩類に連続し，そ

れらは， r瀬棚層堆積初期に始まり，末期には縁辺部を瀬棚層におおわれながら

山体を形成した J (久保ほか， 1983) とされていることなどから，本図幅では尻

別川層の時期として取扱った.なお，図幅南東端の小川の河床に露出する変質

安山岩は長万部図幅の静狩火山岩類(中新世~鮮新世)に相当するかも知れな

し、

明. 3 磯谷溶岩

命名: LiJ岸宏光ほか (976)，

分布:図幅北部のルベツナイ川上流の山陵部.北隣の島古丹図幅からの延長

である.

岩相:暗灰黒色塊状，多孔質のしそ輝石普通輝石安山岩である.

下位層との関係は直接観察で、きないが，磯谷層上部のシルトれを不整合にお

おう更新世の溶岩と考えられる.

VI. 4 旧期扇状地堆積物

分布 :n 越山脈の東側山麓，丸山丘陵，幌別山地の西側および東側の丘陵に

広がっている.

岩村I: 山地を安IJむ谷から供給された扇状地堆積物を主とし、 白[5に崖錐状堆

積物を合む.喋層を主とし，山地から離れるにつれて，砂，シルトが多くなる.

喋層は淘汰悪く，亜門礁を主とし(第2HヌD ， 河川ぞいの露頭では，インフリ

ケーションを示すことが多い.また，風化がいちじるししいわゆる、、くされ

喋ぃとなっている場合もある.

開析されては L 、るが，扇状地形はよく残されている. l'K]幅西部の湯別付近や

tJ名付近では標高 100 -ISOmの段丘両を形成している.
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第21 図 旧期扇状地堆積物の露頭(目名西方).

構造:前述の黒松内背斜東翼に分布する本層は，下位の尻別川層とともに，

摺曲や断層による変位を強くうけている.南北方向の向斜，背斜構造とともに，

それらにほぼ平行する活断層も確認されている(白炭西断層，白炭束断層:活

断層研究会， 1980: 山岸・木村， 1981).

下位層との関係:本層は下位の尻別川層や磯谷層を不整合におおう後期更新

世の堆積物と考えられる.

羽. 5 第 1 段丘堆積物

分布:凶幅北東部の尻別川，鮎川付近ぞいに!ム.がる.

岩相:比高40-80mの，やや開析された平担面を構成する堆積物で，主とし

て喋および砂からなる.

対比:後述する熱郭軽石流堆積物がのることから，後期更新世の堆積物であ

る.

VI. 6 熱郭軽石流堆積物

命名:久保ほか (1983). 長尾・佐々 (1933) による熱郭および目名浮石層，

湊・長谷川 (1959) による熱郭溶結凝灰岩に相当する.
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模式地:図幅南部の熱郡川流域.

分布:熱郭川流域，目名市街付近，田下，鮎川流域および三和付近などに点

在している.

岩相:熱郭付近では，淡澄~灰黄色の火山灰中に， らくがん状軽石(径2

3em) と，少量の岩片(径 0.5 -1em) を含む軽石流堆積物である.時々，炭

化木片を合む.厚さは熱郭川流域では10m以上，北部では 5m以下で、ある.

下位層との関係:図幅南部では尻別川層を，図幅北東部では第 1 段丘堆積物

をそれぞれ不整合でおおっている.炭化木片による(14 年代は40 ， 000y.B.円

以上で、ある.

羽. 7 新期扇状地堆積物

分布:図幅北東端の上里，図幅東部の目名および南東部の白井川流域に分布

する.

岩相:北隣の島古丹図幅内の雷電山や，図幅南東部の賀老山などの火山体の

山麓に広がる土石流状の堆積物である.谷の出口から扇状に広がり，長い谷か

らのものほど広がりは大きい.構成物は，板状節理を示す安山岩角喋と，ルー

ズな凝灰質砂層からなる.なお，北隣の島古丹図幅内では，前述の第一 A段丘堆

積物と本層はニセコアン層として一括されている.地形面の開析度から判断し

て，旧期扇状地堆積物よりは新しいと考えられる.

VI. 8 第 2段丘堆積物

分布:図幅西部の樽岸海岸から湯別にかけてと，図幅北西部の横潤，美谷お

よび種前海岸に広がる海岸段丘，図幅西部の朱太川流域の中の川，臼炭付近や

閃幅北東部の目名川，尻別川流域に分布する河岸段丘を構成する.

いずれも， 20-50mの標高を示し，海岸段丘堆積物は磯，砂および粘土から

なり泥炭をはさむ.厚さは 5 -10mである.また，河岸段丘堆積物および、砂か

らなり，厚さは 5m内外である.

このうち，海岸段丘は瀬川 (967) により寿都段丘とよばれ， RissｷWi.irm

本 1-12 ， 135; TELEDYNE ISOTOPES 社による.
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間氷期に対比されている.西隣の寿都図幅では， 2段に区分されているが，本図

幅では一括した.

羽. 9 現河床・海浜堆積物

この堆積物は，各河川ぞいに分布する磯および、砂と，寿都湾に面する海浜に

分布する砂丘を構成する砂層などである.

四地質構造発達史

本図幅地域で最も古い地層である，新第三紀中新世のチョポシナイ川層の堆

積期は，流紋岩の海底火山の活動で特徴づけられる.そして，中新世~鮮新世

の磯谷層の堆積期には，活動の中心は図幅中央部にあり， NE-SW方向の裂か

噴出による輝石安山岩の海底火山の活動により水冷破砕岩・枕状溶岩が厚く堆

積した.一方，図幅西部では，静かな泥の海(折川層)に，スコリヤの水中火

砕流の活動(永豊層)が始まり，さらに輝石安山岩の枕状溶岩・水冷破砕岩の

活動(賀老川火山岩類)にひきつがれた.その後，花こう岩類や玄武岩，石英

安山岩，玄武岩質安山岩の岩脈がチョポシナイ川層や磯谷層を貫いた.

鮮新世~更新世の時期には，図幅中央部の幌別山地はドーム構造を形成しつ

つ，月越山脈の主部(西隣寿都図幅内)は西へ傾きつつ，いずれも隆起し始め

た.また，賀老山溶岩の活動も活発となって，火山体を形成した.結果として，

隆起した月越山脈と幌別山地の間には黒松内低地帯(長尾・佐々， 1933) が形

成され，後者と賀老山山地との聞には目名盆地が形づくられた.そして，それ

らの山地から次々と土砂が供給されて扇状地や海底扇状地を形成しつつ低地や

盆地を埋め始めた(尻別川層堆積期).

この時期にはまた，摺曲・断層運動が活発となった.特に，黒松内低地帯で

は，黒松内背斜の形成や旧期扇状地推積物の傾動や活断層などのネオテクトニ

クスの結果として，チョポシナイ丘陵，黒松内丘陵および熱郭丘陵などが形成

された.

結果として，第22図に示すような構造となった.
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第22 図 黒松内低地帯付近の地質構造図

凡例:1，向斜軸， 2. 背斜軸. 3. 活断層， 4. 地形面

の傾動方向. 5. ドーム構造， 6. 鮮新世~第

四紀の堆積物.
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四応用地質

VIR. 1 金属・非金属鉱床

図幅地域の鉱床として，新第三系を母岩とする金・銀・銅・鉛・亜鉛・硫化

鉄・マンガン鉱床と第四系中の砂鉄鉱床が知られている(第23図).

浦島 (963) によると，図幅地域の金属・非金属鉱床の概要は以下のとおり

である.

潮路・永泰・大金の各鉱床は，磯谷層の変質安山岩・石英安山岩を母岩とす

る鉱脈タイプ，大玖・熱郭の両鉱床は花岡岩に肢胎する網状脈である.

i朝路鉱床は金・銀・マンガンを産し， 3 ， 000 t 出鉱したが， 1958年以降は休山

した.永泰鉱床は金銀鉱を 20 ， 000 t 出鉱したが， 1942年に休山した.大金鉱床

は，図幅地域では最大で， 1943年までに240 ， 000 t (金1. 6 t および銀31 t)を

出鉱したが， 1965年に閉山している.大玖鉱床は，黒鉱と類似した鉱石を合ん
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第23 図 図幅地域の鉱床分布図(浦島， 1963 による)
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でいる.また，熱郭鉱床は同じく強変質帯中に銅・亜鉛・鉛脈を産したとされ

るが，いずれも小規模である.

砂鉄鉱床は，尻別川層の A部，海岸段丘堆積物および海浜堆積物中に腔胎し

ているが，現在稼行されている個所はない.

vlll 2 石灰石およひ秒利採石

図幅南西部の熱郭橋付近で，尻別川層の二枚貝化石床(石灰石)が年間3.000

t 採堀され，肥料として利用されている.また，寿都湾にのぞむ海浜堆積物中

の砂層も建設工事用に採取されている.

vlll 3 温泉

岡幅地域の温泉としては，図幅西部の湯別温泉が知られている. 1960 年頃の

ボーリングにより 38° C の温水が湧出し，さらに .1964 年のボーリングにより 140

mで30° C.160 R， /min の自噴をみた.現在は 33° C.18.2R, /minの温泉が自噴し

ている.泉質は硫化水素を多く含むアルカリ泉である(酒匂ほか. 1976).
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(SAPPORO-37)

BY

HiromitsuYAMAGISHI

Abstract

ThemappedareaissituatedinthenorthernpartoftheOshi

rnaPeninsulainSouthwestHokkaidoextendingbetweenLat.42ー40'

and42ー50'N. , and140ー15'andLong.140ー30'E.

Geol 叫~

ThemappedareaiscomposedofNeogeneTertiaryand Quaｭ

ternarySystems.TheMiocenetoPlioceneSeriescompriseChoposhiｭ

naigawaFormation , IsoyaFormation, OrikawaFormation , Nagatoyo

Formation, and GarogawaVolcanicRocks , while thePlioceneto

QuaternaryseriesimplytheShiribetsugawa Formation, Garohyama

AndesiteLavas , andPleistocenesediments.TheQuaternarysystemis

representedbyIsoyaLavas, TheOlderFanDeposits, The1stTerraｭ

ceDeposits, NeppuPumiceFlowDeposits , TheYounger Fan Depoｭ

sits , The2ndTerraceDeposits and AlluvialDepositsinascending

order(Table1).

TheChoposhinaigawaFormationandIsoyaFormationofNeo-
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Table1. Schematicgeologicsequencesofthe“ Utasutsu" area.

Age Formation

Holocene Alluvial
andSandDuneDeposits

The2ndTerraceDeposits

YoungerFanDeposits

NeppuPumiceFlowDeposits

Quaternary Pleistocene The1stTerraceDeposits

OlderFanDeposits

IsoyaLavas

Shiribetsugawa
Garohyama

Formation
Andesite

Lavas

Pliocene
Garohgawa

Vo1canicRocks

Neogene
Nagatoyo Isoya

Formation Formation
Tertiary

Miocene
Orikawa

Formation

Choposhinaigawa

Formation
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geneagearedistributedinthecentralpartofthemappedarea.The

formeriscomposedofrhyolitic hyaloclastites andlavas, andconｭ

tainssomeintercalationof blackshalesandgreentuffs.While, the

latter overlying the former unconformably , consists of pyroxene

andesitichyaloclastites associated with pillow lavas, sandstones,

volcanic conglomerates, siltstonesandpumicetuffs.TheIsoyaForｭ

mationcomposesadomingstructurewhosecenterislocatedaround

theHorobetsudake. Mostofthefeederdykesforthehyaloclastites,

aretrendinginSW-NEdirection.

AnotherformationsofNeogeneagearerepresentedbytheOriｭ

kawaFormation , Nagatoyo Formation, GarogawaVolcanicRocks

inascendingorder, allofwhicharedistributedinthewesternpart

ofthemappedarea.TheOrikawaFormationisrepresentedbyhard

shale, whiletheNagatoyoFormationbyalternationofsiltstonesand

scoriaflowdeposits.TheGarogawaVolcanicRocksarecharacterizｭ

edbypyroxeneandesitichyaloclastitesassociatedwithpillowlavas,

feederdykesandvolcanicconglomerates. TheNagatoyoFormation

overliestheOrikawaFormationconformably , whereastheGarogawa

Volcanic Rocks overlie the Nagatoyo ‘ Formation unconformably.

Theseformationsinthemappedareamadeupmonoclinic structure

showingdippingtowardtheeast, associatedwithaminorsynclinal

structure.

ThePliocenetoPleistoceneseriesarerepresentedbyShiribetsuｭ

gawa Formation and GarohyamaAndesiticLavas. TheShiribetsuｭ

gawa Formationisdistributed along theLowlandamongtheTsuｭ

kkoshi Range, HorobetsudakeRangeandGarohyamaMountains.It

mostly comprises cross-laminated sandstones , conglomerates as

channel-fillingdeposits, pebblymudstonesandsiltstones.Thepebbles

intheconglomerateswereprobablyderivedfromtheHorobetsudake

Range,bydebrisflowssweepingdownthevalleys.TheShiribetsugawa
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Formationcontains, inplaces, abundantbivalvesfossilsinthesandｭ

stonesandsiltstones.

TheGarohyamaAndesiticLavascomposingGarohyama and

333m-yama, showcolumnarorplatyjointingandarehornblendeanｭ

desiteandpyroxeneandesite incomposition. Theyare, inplaces,

subjectedtohydrothermalalteration.

TheIsoyaLavasrecognized inthenorthernmarginofthe

mappedarea, arepyroxeneandesiteofPleistoceneage.

TheOlderFanDepositsoccupythewesternfootoftheTsuｭ

kkoshiRange, andbothofthewesternandeasternfootoftheHoro

・betsu Range, whereastheYoungerFanDepositswerespreadedon

thefootoftheGarohyamaMountain.

The1stTerraceDepositsoccupytheterracesof100mabove

sealevelalongtheAyukawaandShiribetsugawainthenortheastern

partofthemappedarea , whileThe2ndTerraceDepositscomposing

thelowerterracesof20to50mabovesealevel , aremostlyobserved

alongtheShubutogawaandShiribetsugawa.

TheNeppuPumiceFlowDepositsaresporadicallydistributed

alongtheNeppugawaandMenagawa.TheyoverlieThe1stTerrace

DepositsandtheShiribetsugawaFormation.Theabsoluteageofthe

depositsismorethan40 ,000 y.B.P.

Economic Geology

Mineral Resources

Inthemappedarea , thereareseveralmetaloredepositsand

placerirondeposits. The metal oredeposits are representedby

OshoroMine, EitaiMineandOhoganeMine.Theplacerirondeposits

areincludedintheQuaternarysediments. Alloftheseminesand

depositshavebeenabolishedalready.

Recently , minesofcalcium-richsandstonesintheShiribetsuga
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ーwa Formationandsand-dunedepositsareworkingforfertilizerand

forconstruction , respectively.

Hot Spring

Inthemappedarea , YubetsuHotSpringhasbeenknownsince

1960.

- 43-



5 万分の l 地質図幅説明書

(歌棄)

昭和59年 3 月 21 日(1984) 発行

北海道立地下資源調査所

~060 札幌市北区北18条西12丁目

TEL (011) 747-2211 間

~~~~ー‘与一一‘ー‘ー‘・一 u... ・一ー一一-一‘…......................一色白一ー一一一一.....~ ~色白‘…‘…‘ー一一一‘
，，-，…，一…ー………'一…………，..，，.……一…一…ー……ー……ー

印刷所有限会社千葉印刷

札幌市豊平区豊平 8-9

TEL(011)822-0978



EXPLANATORYTEXT

of the

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

SCALE 1:50 ,000

UTASUTSU
(SAPPORO ・37)

BY

Hiromitsu YAMAGISHI

GEOLOGICALSURVEYOFHOKKAIDO

SU 乱lI TOSHI SAKOH , DIRECTOR

Kita18Nishi12Kitaku , Sapporo , 060, JAPAN

1984


